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経済論叢 〔京都大学)第161巻 第3号,1998年3月

第二次世界大戦期の国際決済銀行(2)
一 大戦中のBIS経 営陣一

西 牟 田 祐

1第 二次世界大戦直前期の変化

戦 争 勃 発 前 の 最 後 の数 ヶ月 に お い て 国際 決 済銀 行(BIS)に い くつ か の 変 化

が 起 きた 。1939年2月 と3月 にバ ー ゼ ル に お け る二 人 の 主 役 た ち が相 前 後 レて

退 任 した ので あ るpド イ ツ ・ラ イ ヒス バ ン ク総 裁 の ヤ ル マ ー ル ・シ ャハ トが

BIS監 査 役 会 を去 り,ま た 経営 統 括 権 を持 つBIS総 裁 の オ ラ ン ダ人 ヴ ィル ヘ

ル ム ・バ イヤ ンが12月 の 終 わ りに 離任 す る事 を 明 らか に した の で あ る。

シ ャハ トの バ ー ゼ ルか らの 退任 は彼 の ラ イ ヒスパ ンク総 裁 か らの 解 任 の 結 果

で あ った 。 そ の 直 接 的 な き っか け は彼 の ヒ トラ ー に対 す る.1939年1月7日 の 手

紙 が 与 えた 。 そ の 中 で 彼 は他 の7人 の ライ ヒス バ ンク の幹 部 と と も に ヒ トラー

に たい し第 三帝 国 の 軍 備 拡 大 を これ ま で の よ うな ラ イ ヒスバ ンク の信 用 に よ っ

てで は な く将 来 は税 金 に よ って 賄 う よ うに 懇願 した ので あ る。 そ れ へ の.回答 と

して ヒ トラー は彼 の 長 い 間の 忠 実 な 従 者 で あ った シ ャハ トと7人 の他 の署 名 者

の 内 の6人 を ライ ヒス バ ン クか ら解 任 した%た だ ひ と り外 国為 替 の スペ シ ャ.

リス トで あ る エ ミー ル ・プー ルEmilPuhlは,.ラ イ ヒス バ ン ク に据 え 置 か れ

た 。後 述す る よ うに プ ー ル は鰻 争 中ベ ル リン とバ ー ゼ ル との 間 を結 合 す る コ ン

タ ク ト ・マ ン と して の 役 割 を坦 うの で あ る。 来 る べ き戦 争 に は 「財 政 の 魔 術

師 」 シ ャハ トは ラ イ ヒス バ ン クの 頂 点 に は 必 要 なか っ た。 加 え て シ ャハ トは

1930年 代 中頃 よ り激 し く戦 って来 たヘ ルマ ン ・ゲー リ ング との権 力 闘 争 に も敗

1)Vo6ke,Wilhe㎞,5励 漉5G醐 野Frankfort1957.
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れ て いた 。.だが ラ イ ヒス バ ンク総 裁 の 解任 後 シ ャハ トは ヒ トラー か ら ま った く

冷 遇 され た ので はな.い。 彼 の 国 際 金融 界 との コ ンタ ク トは重 要 で あ った 。 シ ャ

ハ トは無 任 所 大 臣 と して 政 府 に 残 った の で あ る。

新 しい ラ イ ヒスバ ン ク総 裁 と して ヒ トラ ー は ラ イ ヒ経 済 相 の ヴ ァル ター ・フ.

ン クを据 え た。 ドイ ツの 化 学 トラ ス トのIGフ ァル ペ ン社 長 の ヘ ルマ ン ・シ ュ

ミ ッ ッHenna㎜Schmitzと.こ れ ま で どお りの タル ト ・フ ォ ン ・.シュ レー ダー

と と もに フ ンクが い まや 戦 争 終 結 まで の ドイ ツか らのBIS監 査 役 会 へ の トリ

オ とな った 。 ラ イ ヒ スバ ンク 副総 裁 エ ミー ル ・プー ルが ヴ ァ ル ター ・フ ン クの.

代 理 者 と して彼 ら を補 完 して い た 。 これ ら の代 表 団 がBIS監 査 役 会 の3月 例

会 の た め に 全 部 そ ろ っ て バ ー ゼ ルで 落 ち 合 っ た 時,.ヒ トラー に と ってBISが

さ ら に一層 重 要 で あ る とい う事 が は っ き り して きた 。 ヘ ン リー ・モ ー ゲ ン ソ}

が 偵 察 者 と して バ ー ゼ ル に派 遣 して い た マ ー ル ・カ ク ラ ンMerlCoebranの 電

報 の 中 で 当 時 第 三 帝 国 か らBISへ の 新 た な人 員 の 就 任 は 次 の よ うに 出 て くる 。

「ヴ ァル ター ・.フンク は 諸 中央 銀 行 総 裁 に対 して,ラ イ ヒ スバ ン クのBISに

た い す る 関 係 は何 も変 わ りま せ ん と言 い,BISに 友 人 の シ ャハ トに対 して と

同 様 の協 力 を 請 うた。 彼 は総 裁 た ち に彼 自身 あ らゆ る協 力 の用 意 が あ る事 を保

証 した 。 す べ て に お い て フ ン クはBISに 対 して の積 極 的 な姿 勢 に よ って私 に

も好 印 象 を 与 え た。 また ラ イ ヒスバ ン ク副 総裁 エ ミー ル ・プ ー ル も私 に対 して

積 極 的 な 印 象 を 与 え た 。」21諸中央 銀 行 総 裁 た ち の,新 た な ラ イ ヒ スバ ン ク法 が

この ドイ ツ の 中央 銀 行 を法 的 に フ ユー ラー の 下 に置 く と して い る こ と につ い て

の あ る 種 の 懸 念 を プ ー ル は次 の言 葉 で 取 り払 った 。 「新 た な 定 款 で ライ ヒ.スバ

ン ク経 営 組 織 に導 入 され た 指 導 者原 理 は,決 定 が 経 営 陣 の多 数 決 に よ って行 な

わ れ る ので は な く,一..一に総 裁 に よ って行 な われ る こ とを意 味 して い ます 。 シ ャ

ハ トの もとで は ラ イ ヒ スバ ン クは 形式 的 に は民 主 主 義 的 で した が ,し か し事 実

上 われ わ れ 幹 部 は何 も言 うべ き もの を持 ち ませ んで した 。 つ ま り,ラ イ ヒ.スパ

2)Frank巨nD.RoosevdtLibraτy,HydeParkNY、,MorgemhauDiaries,14.3.1939,Telegram

vonCocllmn呂nMQrgen〔hau.
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ン クは"全 体 主 義 的"だ った ので す 。 い まや 新 しい 総裁,フ ン クの も とで確 か

.に定 款 に は指 導 者原 理 が掲 げ られ ま したが,事 実 上 はわ れ わ れ は協 力 し合 って

い ます 。 今 日で は ラ イ ヒス バ ン クは シ ャハ トの 下 で よ りも民 主 的 で す 。」31

ス イ ス との 関 係

ヤ ル マ ー ル ・シ ャハ ト と ヴ ィ ル ヘ ル ム ・バ イ ヤ ン の 辞 任 の 影 で こ の 年 の 初 夏

に は ま たBISの ス イ ス 国 立 銀 行 と の 関 係 が 少 し ぎ く し ゃ く し た 。 ス イ ス 国 立

銀 行 総 裁 エ ル ン ス ト ・ ヴ ェ ー バ ーEmstWeber,副 総 裁 の パ ウ ル ・ ロ ジ ー

PaulRossyお よ び 総 支 配 人 の ブ リ ッ ツ ・シ ュ ノ み フFritzSchno㎡ はBISの

監 査 役 会 に お け る ス イ ス.の議 席 を 放 棄 し よ う と考 え た の で あ る%そ の 理 由 は,

イ ン グ ラ ン ド銀 行 の オ ッ トー ・ニ ー メ イ ヤ ー 卿SirOttoNiemeyerが ス イ ス 国

立 銀 行 副 総 裁 パ ウ ル ・ロ ジ ー のBIS監 査 役 会 入 り に 対 し て 拒 否 権 を 発 動 し た

か ら で あ る 。 サ ー ・オ ッ トー は イ ン グ ラ ン ド銀 行 の ノ ー マ ン総 裁 の 右 腕 で あ り,

BIS監 査 役.会 の 議 長 で あ っ た 。 彼 は ス イ ス 国 立 銀 行 の 経 営 陣 に,か れ ら の 総

裁 の エ ル.ン ス ト ・ ヴ ェ ー バ ー の 代 わ り に 副 総 裁 の パ ウ ル ・ロ ジ ー に よ っ て

BIS監 査 役 会 で ス イ ス 国 立 銀 行 を 代 表 さ せ る 事 は 容 認 で き な い と 主 張 し た の

で あ る5㌔ ニ ー メ イ ヤ ー の エ ル ン ス ト ・ヴ ェ ー バ ー と の 話 し 合 い に お い て も 意

見 の 一 致 は も た ら さ れ な か っ た 。 サ ー ・オ ッ トー は パ ウ ル ・ロ ジ ー を は っ き り

と拒 否 し,他 方 ス イ ス 国 立 銀 行 の 側 で はBIS監 査 役 会 へ の 代 表 者 の 人 選 を 決

し て 外 部 か ら 指 図 さ れ よ う と は さ せ な か っ た 。 ロ ジ ー は 抗 議 して い る 。 「監 査

役 会 議.艮 の オ ッ トー ・二 一 メ イ ヤ ー 卿 の 候 補 者 わ た く し に 対 す る 拒 否 権 は ま っ

た く 理 解 で き な い 。 彼 自 身 何 ら か の 中 央 銀 行 の 総 裁 で も な い し副 総 裁 で も な い 。

ま た が れ ば,同 様 に ラ イ ヒ ス バ ン ク の 総 裁 で も な い エ ミ ー ル ・プ ー ル のBIS

3)McKittdckCollection;10.7.1939;NotesoncoversationwithHenPnhlinBaselfromPer

JaCQbsSQn.

4>S[hweizehscheN曲onalba皿kDirektoh㎜ 叩【ot髭011,1,.Halbj日hr1939,S.523f,illG.丁 爬p防

a.a.0.

5)Sohwei露erischeNational候mk,ProtokoUde5Bπmkaus罵huss器,1.Jum1939,血G、T【 εpR

a.a.o.
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監 査 役 会 メ ンバ ーへ の 任 命 に何 ら異 議 を 唱 え な か った6BIS.の 内 部 に お い て

小 国が 陥 らね ぼ な ら ない 不 平 等 な扱 い が あ る な ら,わ た しがBISの サ ー ク ル

で 協 力 す る こ とはで きな い。」5}.』1.・.♂

ス イ ス国 立 銀 行 代 表 のBIS監 査 役 会 か ら の退 場 とい う事 態 は ス イ ス の 金 融

部 門 の 長 で あ り,.連 邦 評 議 員 のエ ル ンス ト ・ヴ ェー バ ー に は 同意 で き ない こ と

で あ っ た。.かれ は ス イ ス の 利益 〔国 益)に は この 機 関 と の個 人 的 な(人 格 的

な)コ ン タ ク トがぜ ひ必 要 だ と考 え,従 って ス イ.ス国立 銀 行 経 営 陣 にニ ー メ イ

ヤ ー の 条件 に従 う こ とを要 求 した 。 そ れ に対 して経 営 陣 は ス イ ス国 立 銀 行 の 上

位 の経 営機 関で あ る銀 行 委 員 会 にお い て この 問題 を提 起 した。 銀 行 委 員 会 が 連

邦 評議 会 の見 解 を多 数 で 支 持 した後,エ ル ンス ト ・ヴ ェーバ ー はつ い に 自 らの

意 志 に は 反 して彼 自 身がBISの 監 査 役 会議 席 に残 る こ とに な.つた%

オ ッ トー ・三 一 メ イ ヤ ー卿 に よ って命 じ られ た ス イ ス人 エ ル ンス ト ・ヴ ェー

バ ー の 選 択 とい う事 態 はBISの 監 査 役 会 に お け る実 際 の 権 力 配 分 につ い て 光

を 当 て る もので あ る。 監査 役 会 に は3つ の 階層 が あ る。 完 全 な議 決 権,す な わ

ち拒 否 権,を 持 つ もの はた だ6つ の構 成 員す なわ ち イ ギ リス,フ ラ ンス,ド イ

ツ,ベ ルギ ー,イ タ リア及 び 日本 の 中央 銀 行 総 裁 で あ る。 第 二 の 階 層 は,オ ラ

ン ダ,ス ウ ェー デ ン,ス イ スの3つ の 中 央銀 行 幹 部 で あ る。 第 三 の 階 層 は ゴ'6

つ の 中央 銀 行 総 裁 か ら指 名 され る8つ の監 査 役 会 メ ンバ ーp通 常 は そ れ ぞ れ の

総 裁 の 副官 で あ る。 ドイ ツ と フ ラ ン スは さ らに民 間銀 行 界 か ら第 三 の代 表 者 を

出 せ る 。 ヨー ロ ッパ の諸 大 国 の 中 央銀 行 家 た ち の高 貴 な ク ラ ブ にお い て は ス イ

ス 国 立 銀 行 の 代 表 者 は た だ 控 え め な副 次 的 な 役 割 を演 じてい た に過 ぎ な い 。

BISに た い す る ス イ ス の 固 有 の 貢 献 は機 能 す る金 融 場 所 を用 意 した こ と とス

イ ス1.フ ラ ン とい う安 定 的 な通 貨 に あ る の だ 。 そ して1936年9月28日 の ス イ

ス ・フ ラ ン切 り下 げ を 度 外視 す れ ばBISは この 点 で 満 足 して い た ので あ る 。.
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6)Schweize雨scheNational㎞nk,Direkt面 ㎜spmtDkoll,1.Halblahrl939,S.524,ivG.Trep膳

a,a、0.
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a.a.0.
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ス イ ス ・フ ラ ン切 り下 げ の 問 題 をBIS銀 行 部 門 は引 き続 き1日来 の 金 に対 す る

ス イ ス ・フラ ン交 換 比 率 を維 持す る こ とで 解 決 した 。1850年 以 来 変 化.して い な

い純 金0.29032258グ ラ ム=1ス イ ス ・フ ラ ンの比 率 が30%だ け 切 り下 げ られ

た 時,BISは これ に参 加 しなか っ た 。 同 行 は ス イ ス フ ラ ン の 旧金 交 換 比 率 を

維持 し,そ れ 以 来BISに 固 有 の通 貨 を 「ス イ ス金 フ ラ ン」 とい う名 前 で 帳 簿

記 載 し,そ の金 交 換 比 率 は切 り下 げ前 の比 率 に維 持 され た%

アメ リカ合衆国人のBIS総 裁選 出

1939年3月 イ ギ リス ニオ ラ ン ダ 系 企 業 ユ ニ ・.リー ヴ ァ社 が オ ラ ン ダ 人 め

BIS総 裁 ヴ ィル ヘ ル ム ・バ イヤ ンを 同 社 の ロ ン ドンで の総 支 配 人 と して 任 命

す る こ とに な った 。 バ イヤ ンの後 継 者 さが しは困 難 で 大 胆 な企 て で あ った 。.と.

い うの は こ う した ポ ス トに対 す る適切 な候 補 者 は非 常 に まば らに しか い な いか

らで あ る。 新 しいBIS総 裁 は,..特 別 の専 門 的 及 び 人格 的 要 求 の ほか に,イ ン

グ ラ ン ド銀 行,フ ラ ンス銀 行,ド イ ツ ・ライ ヒスバ ン ク,イ タ リア銀 行 お よ び

.ベ ル ギ ー 国立 銀 行 の愛顧 を受 け な くて は な らな い ばか りで は な く,よ り小 さ な

諸 中央 銀 行 に とっ て も都 合 が よ くな くて は な らない か らで あ る。 最 初 の 候 補 者

選 び の巡 回 は,一 人 の ス ウ ェー デ ン人,一 人 の ス イ ス人,一 人 の オ ラ ン ダ人 か

ら成 って い たが,誰 も愛顧 を獲 得 で きなか った6そ こで 結 局 オ ッ トー ・二 一 メ

イヤ ー卿 は ロ ン ド ンの シ テ ィに豊 富 な 鉱脈 を見 つ け た。1939年6月 戦 争前 の最

後 の 会 議 でBIS監 査 役 会 は ア メ リカ合 衆 国 人 の トー マ ス ・ハ リ ン トン ・マ ッ

キ トリ ッ クThomasHarringtonMcKittrickを1940年1月1日 付 けで3年 任 期

の新 た なBIS総 裁 に 選 出 した 。 ア メ リカ合 衆 国 連 邦 準 備 制 度 は この 選 出 に対

し何 も反 応 は しな.かった 。

ア メ リカ の諸 新 聞 はマ ッキ トリ ックの選 出 を積 極 的 に受 け止 め て い た 。 当時

8}DieBankI〔irIロ 亡ematbr田1enZ置hluロgaus呂 』ichqnddセBa51εrZus3mmen補 ㎡te,H㎎.Bl風

Basel1990,S.46、 本 稿 の 中 で は ス イ ス フ ラ ン名 で 表 示 さ れ た 金 額 は必 要 な 場 合 にの みBISの

使 用 した 通 貨 「ス イス金 フ ラ ン」か ら通 常 の ス イス7ラ ンに 計 算 し直す 。
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ウ ォー ル ・ス トリー ト ・ジ ャー ナ ル は次 の よ うに コ メ ン トして い る。 「ア メ リ

カ 人 の任 命 を もって この 国 際銀 行 は ヨー ロ ッパ 政 策 の銀 行 サ ー クル か ら移 さ れ

るべ きだ ろ う。 こ の任 命 でBISの 管 理 の政 治 的 中 立 性 は確 保 さ れ た と見 な さ

れ 得 る。 そ して マ ッキ トリ ックの20年 間の ヨー ロ.ッパ で の経 験 は この 難 しい時

代 に お い てBISの 中 立性 だ け で は な く,そ の効 率 的 経 営 も期 待 さ せ る も ので

あ る。(中 略>BIS監 査 役 会 は この ア メ リ カ人 を少 なか らず次 の よ う な期 待 を

持 って 選 出 した もの と思 わ れ る。 す な わ ち チ ェ コス ロバ キ ア の金 の一 件 に よ っ.

て打 撃 を受 け た 同行 の評 価 を再 び改 善 す る とい う こ とが それ で あ る。」9,

トー マ ス ・H・ マ ッキ トリ ックは ミズ リ一 州 セ ン ト ・.ルイ ス の 中産 階 級 の 出

身 で,こ の 年50歳 に な っ た と こ ろ で あ っ た1%1907年 か ら1911年 ま で 八 一

ヴ ァー ド大 学 で 学 んだ 後 セ ン ト ・ル イ ス大 学 で 法 律 学 を 専 攻 した 。1916年 に

マ ッキ トリ ック はニ ュー ヨー クの ナ シ ョナ ル ・シ テ ィ ・バ ン クの ジ ェ ノ ア支店

の副 支 店 長 にな った 。1918年 は じめか ら1919年 の終 わ りまで か れ は フ ラ ンス に

お け る ア メ リカ合 衆 国 軍 に2年 間勤 務 した。1920年 の は じめ にマ ッキ トリ ック

は ニ ュー ヨー ク に戻 り,そ こで リー ・ヒ ギ ン ソ ン銀 行 商 会LeeHigginson&

Co.の ジ ュニ ア ・パ ー トナ.一とな った 。1922年 か れ は ロ ン ド ンの ヒギ ンソ ン銀

行 商 会 に移 り,そ こで1939年6月 に 次期BIS総 裁 に 選 ば れ る まで の15年 間 を

過 ご した 。 年 月 の経 過 の 中で 彼 は様 々 な役 職 につ き,ロ ン ドンに お け る ア メ リ

カ合衆 国 商 業会 議 所 会 頭 や バ ー ゼ ル にお け る ドイ ツ商業 債 務 の据 え置 き協 定 の

た め の 仲 裁委 員 会副 議 長 等 に就 き,ま た エ ス トニ アの レ ヴ ァル(タ リ ン)に あ

る ノル デ ィ ッシ ュ製 紙 会 社 の社 長 と も な って い た 。 「当 時30歳 代 に ロ ン ドンで

わ た く しは ま るで イ ギ リ、ス人 の よ うな 生活 を送 って お り,ほ とん ど も はや アメ

リ カ人 で は な い か の よ うだ った。」 とマ ッキ トリ ックは,1964年 に プ リ ンス ト.

ン大 学 の ジ ョン ・フ ォス ター ・ダ レス ・オ ー ラ ル ヒス トリー ・プ ロ ジ ェ ク トの

g>7偽8職'StmtJourna{NewYork,Is.6.1939..

10)マ ッ キ ト リ ッ ク の 経 歴 に つ い て は 次 を 参 照 。InterviewwithTh.H.MしKjt面ck ,TheJohn'

Foster1)idles〔1ralHistoryProj㏄t、C.MuddManuscriptCollection ,PrincetonUniversity,P血.

ceto叫N.」.,1964(MiceロFilmEdition).
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歴 史家 が す で に年 金 生 活 に 入 って い る彼 を たず ね た 際 に回 想 してい る。 「少 な

く と も月 に一 回 はわ た しは大 陸 ヨー ロ ッパ に渡 り,ヨ ー ロ ッパ の 金 融 界 で は ほ

とん ど イギ リス 人 と して通 っ てい た 。1922年 以 来 ロ ン ドンで 働 き,生 活 し,さ

らに そ れ を超 え て明 瞭 な イ ギ リス の金 融機 関 を代 表 してい た 。 ニ ュー ヨー クの

個 人銀 行 との あ らゆ る結 合 関係 に もか か わ らず,ヒ ギ ン ソ ン銀 行 商 会 にお け る

私 の パ ー トナ ー はみ な イ ギ リス人 で あ った。」1茸1939年3月 に ヒギ ンソ ン銀 行 商

会 の ふ た りの イ ギ リス 人 の 上 級 パ ー トナ ー が 退 職 した後 で,ニ ュー ヨ ー ク の

リー ・七 ギ ンソ ン銀 行 商 会 は ロ ン.ドンの子 会 社 を解 消 す る こ と に決 め た 。 マ ッ

キ ト リ ック に は 職 が な く な り,BISか ら の 申 し出 の仕 事 は ま さ に 渡 り.に船

だ った と彼 は 言 う1%こ れ を.もってBISは レオ ン ・フ レー ザ ー の退 任 の4年

後 に な ってふ た た び ア メ リカ人.の総 裁 を もつ こ とに な った の で あ る。 そ して し

か もBIS敵 対 者 で ア メ リカ合 衆 国財 務 省 長 官 の ヘ ン リー ・モ ー ゲ ンソ ー の ひ

い き の 人 間 で は な く,BISに 友 好 的 な ウ ォー ル ・ス トリー トの 民 間 金 融 界 の

信 頼 で きる 人 間 に他 な ら なか った 。

BISに とっ て も トー マ ス ・H・ マ ッキ トリ ック の 人 選 は幸 運 で あ る こ とが

分 か っ た。 第 二 次 世 界 大 戦 中 にバ ー ゼ ル に運 ばれ た こ の ミズー リ出 身 の 男 は,

確 か に,な ぜBISが 戦 時 期 を超 え て 生 き抜 い た か の 唯一 の 理 由で は な い だ ろ

う。 しか し,BISが,ア メ リカ 人 の 総 裁 な しで は戦 争 を損 失 を被 らず に生 き

延 び る こ とはで きなか った で あ ろ う こ と も同 じ く確 か な ことで あ る。 この こ と

は行 論 の うち に明 らか と な る。

n戦 時への適応過程

対 独 宥 和 政 策 か ら1939年9月 に お け る英 仏 の ドイ ツ に対 す る経 済 戦 争 へ の 移

行 は,ま っ た く突 然 に起 きた の で は な く一 歩 一 歩 経 過 した 。 た とえ ば ユ939年 か

ら40年 にか けて の冬 の 時期 の連 合 国 の大 陸 ヨー ロ ッパ へ の 海 上 封 鎖 は イ タ リア.

1】〕Oral-History..lnterviewMcKlnrick,p.7,

12}0τ 乱1-History-lnterviewMcKit1.dck,p.9,
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に対 す る寛 容 な 適 用 の結 果 と し て穴 だ らけ で あ っ た,3)。全 面 的 な経 済 戦 争 は

1940年5月10日 ドイ ツの ベ ルギ ー 及 び オ ラ ン ダへ の攻 撃 を契 機.と して は じめ て

始 ま った の で あ る。 そ の 後 も例 え ば 当 時 の イ ギ リス外 相 で その の ち イギ リス の

駐 米 大使 と な っ たハ リ フ ァ ッ クス 卿LordHalifaxの よ うな極 端 な 適 応 主 義 者

は ドイ ツ との 勢 力 均 衡 とい う選 択 肢 を保 持 し続 け た1%か れ らは そ の.こ とに

よ って 大 英 帝 国 の 維持 を期 待 した ので あ った 且5}。「.

大 戦 勃 発 後 の最 初 の 日々 に お いて イ ン グ ラ ン ド銀行 総裁 壬 ン タギ ュー.・..ノー.

マ ンは 予 定 さ れ たBIS総 裁 で あ るマ ッキ トリ ックに た い して,「 イ ング ラ ン ド

銀 行 は ど ん な場 合 で もバ ー ゼ ル のBISの 機 構 を維 持 す る こ と を望 ん で い る。

た とえ枠 組 だ けで あ った と して も。」 と強 調 して い た 。 「とい うの は も し再 び よ

い時 代 が 来 る ので あれ ば,わ れ わ れ は そ れ を放 棄 す る こと はで き ない か らで あ

る。」IL)BISを 維 持 す る と い う信 条 は た だ 実 行 に 移 す に は 大 変 難 しい こ とだ と

い うこ とを ノー マ ンは 正 確 に知 っ て い た。 「も しわ た しが 今 日バ ー ゼ ルで ドイ

ツ のBIS監 査 役 会 メ ンバ ー と同 じテ ー ブ ル に 座 れ ば ,わ た しは対 敵 取 引 禁 止

法 に違 反 す る こ とに な る だ ろ う。 敵 との 経 済 的 な コ ン タ ク トを厳 格 に禁 じてい

るあ の イ ギ リス の法 律 で あ る。」1ηロ ン ド ンで の動 き とは違 って,パ リで はむ し

ろBISo)解 散 へ の 方 向 の 動 きの兆 候 が 出 始 め て い た 。 フ ラ ン ス政 府 は か れ ら

のBISに た いす る8000万 ス イ ス フ ラ ンの利 子 な し保 証 払 い 込 み 金 の解 約 予告

を.し,他 方 でBISの フ ラ ン ス人 総 支 配 人 の ロ ジ ェ ・オ ブ ワ ンRogerAuboin

は.彼 自身 と ドイ ツ人 総 支 配 人 の パ ウ ル ・ヘ ヒ ラーPaulHechle■ は戦 争 の継

続 の 間BIS経 営 陣 か ら抜 け るべ きだ とい う提 案 を 同 時 に行 な っ て い た18)。こ

う した,一 定 の 国 籍 比 率 に従 っ た つ くられ て い たBISの 経 営 ポ ス トか ら フ ラ

13)Toロmdoぜ,II.G.,κ7f894作 品 ゐ厚舵 η,Z血 流ch,1943,S.110,

14}Costヒllo,John,TheTDay,'ん μ'∫αu8ゴrゐθWbプ(d1991 .

.き5}Roberts.Andrew,TheHolyFox,ABゴogr妙 ッ々 げ ム{♪rdHal{加,London,199且..i

6)McKit巳rickCQU㏄Lion,BriefvonSirOt【oNi㎝ey町anMじ 』鰍,14.9.1939.

耳7)McKlttrickColl巳ctionM㎝ovonMckittrickanUS-B鵬ch諭erLelandHafri』D叫17,12

1941.

18)SohwdzerischeNadona】hank,Dwektりriu㎜ βpmtokoll且Halblahrl939 ,S,107&inT祀pp.
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ンス 銀 行 や ラ イ ヒ ス バ ン クが 抜 け る とい う こ と は,そ の 他 の 諸 中 央 銀 行 の

BISに た い す る信 頼 性 を 疑 い も な く壊 す もの で あ って,こ れ を も ってBISの

終 焉 を確 認 す る こ とに な った こ とで あ ろ う。 これ を阻 止 す るた め に イ ング ラ ン

ド銀 行 は1939年 の9月 半 ば に オ ッ トー ・ニー メ イヤ ー 卿 に イ ギ リス政 府 の全 権

を持 た せ て パ リに 派遣 した。 そ して 当 時 支 配 的 で あ った対 独 宥 和 か ら経 済戦 争

へ の 流動 的 な 移行 とい う雰 囲気 の も とで ニー メ イヤ ー と フ ラ ンス銀 行 首 脳 は英

仏 両 国 の蔵 相 との合 意 の 下 で 「BISの 戦 時 へ の 適 応 」 とい う概 念 を展 開 した。

す なわ ちBISの 月 例 の監 査 役 会 会 議 の 中 断 と経 営 責 任 の 新 た な総 裁,当 時 は

まだ 中立 国 で あ った ア メ リカ合 衆 国 か ら来 た 新 た なBIS総 裁 へ の委 譲 に よ る

BISの 中立 化 で あ る。

さ ら にそ れ を 超 え て パ リで は ま た 戦 時 に お け るBISに とって の4つ の 中 立

原則 が作 成 さ れ た。 ロ ジ ェ ・オ ブ ワ ンは 戦 後 に な って か らこれ を次 の よ う に書

い て い る。

「1;バ ー ゼ ル に お け る諸 発 券 銀行 総 裁 に よ る 月例 のBIS監 査 役 会 会

議 と年 毎 の 株 主 総 会 は 戦 争 の 間 一 時 中 断 さ れ,そ の 間BISは 経 営 陣 に

よ って 監 査 役 会 メ ンバ ー 相 互 の 書 簡 を 通 じ た 相 談 ・決 定 が 導 入 さ れ る。

H:BIS63:す べ て の 文 書 交 換 諸 銀 行 に た い しいず れ の 側 か らで あ れ異 議

を唱 え られ る業 務 を決 して 行 な わ な い,し か もそ れが 純 粋 に合 法 的 な もの

で あ っ て もそ れ を行 わ な い,こ と を保 証 す る。 皿:BISは 政 治 的 領 土 的

な新 秩 序 をす べ て の 側 が これ を 受 け 入 れ た 時初 め て承 認 す る。W:す べ て

のBISの 個 々 の業 務 は この 自 ら課 した 厳 格 な 中立 性 とい う行 動 原 理 を 満

た さ な けれ ば な ら ない 。」197

イギ リス と フ ラ ン客 に よ るBISの 存続 とい う原 則 決 定 は 金 融 的 に も経 済 政

策 的 に も動 機 づ け られ た もの で あ った 。 純粋 に金 融 的 に見 る.とフ ラ ンス と イギ

.リス はBISか ら最 も多 くの 利 益 を得 てい た ので あ る。 フ ラ ンス のBISへ の貸

19)Auboln,Roger,'`TheBavkforInternationalSe　 dements1930-45."血 ㎞ メf"」"㎞ αごゴo皿'

冊 παπ 亀Phncet【pn,N.J.,19茄.
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『し付 け金 は2億3千2百 万 ス イ ス フ ラ ンに達 してお り
,イ ギ リス の 場 合 は8千

万 ス イ ス フ ラ ンで あ った 。 この ヤ ン グ案 に も とつ く貸 与 金 は 大 部 分 が ドイ ツに

投 資 さ れ て い た の で あ る 。 他 方 ラ イ ヒ スバ ン ク はBISの ドイ ツ に対 す る投 資

の利 子 を毎 年 きち ん と支 払 い続 けて い た。 ロ ジ ェ ・オ ブ ワ ンが 強 調 す る と ころ

で は こ うで あ る。 「両 債 権 国 の 共 通 の 利 益 は,こ の 機 関 が 正 し く運 営 さ れ る と

.い う前 提 の下 で,.ド イ ツ ・ラ イ.ヒか らの利 子 の移 転 メ カ ニズ ム を機 能 し続 け さ

せ る とい う と ころ にあ った 。」鋤

金 融 的 利 益 と並 ん で イ ン グ ラ ン ド銀 行 と フ ラ ンス銀 行 はBISの 存 続 に ひ と

つ の経 済 政 策 的 な利 益 を見 て い た 。両 行 ぽ,戦 争 終 結 後 にお い て も 「ヨー ロ ッ

.パ の諸 中央 銀 行 間協 力 お よ び国 際 的 な経 済 記 帳 の た め の技 術 的 な手 段 とい う職

務 を放 棄 して は な らない 」 と考 えて い た の で あ る2㌔.

3人 の ド.イツ のBIS監 査 役 会 メ ンバ ー た ちす な わ ち ラ イ ヒ ス バ ン ク総 裁

ヴ ァル ター ・ブ ンク,ド イ ツの 民 間銀 行 の代 表 者 の タ ル ト ・フ ォ ン ・シ ュ レ「

ダー 男爵,お よび ドイ ツ の 産業 界 を代 表 す るIGフ ァルペ ン社 長 の ヘ ルマ ン ・

シ ュ ミ ッ ツは.ヒ述 のパ リで の会議 に は出席 して い なか った 。 ドイ ツ人 た ち は し

か し なが ら こ の敵 に よ って 見 出 され たBISの 存 続 の た め の 解 決 策 に 完 全 に 同

意 し た。 ラ イ ヒス バ ンク 副 総 裁 の エ ミー ル ・プー ル は1939年11月 に フ ォン ・

シ ュ レー ダー 男 爵 に た い し こ う伝 え てい る。 「ラ イ ヒ スバ ン クはBISの さ らな

る,無 傷 の 業 務 活 動 に利 益 が あ る。BIS監 査 役 会 の公 式 の 会議 開 催 が 時 機 を

得 た もの で な い の で あ るか ら,諸 監査 役 会 メ ンバ ー はBISと の つ な が りを 人.

格 的 に(個 人 的 に}保 ち 続 け る必 要 が あ る。 ま たBISの 経 営 陣 は個 々 の 構 成

員 に重 要 な 問 題 につ い て常 に事 情 を知 らせ て お くこ とに な るだ ろ う。」劉

イ タ リア銀 行 もBISの 存 続 に 大 き な 関心 が あ り,総 裁 の ヴ ィ ンセ ン ッ オ ・

ア ゾ リ一 二AzzoliniVincenzoは1939年11.月 に この こ とを イ ン グ ラ ン ド銀 行 に

20)McKittriakCollection,.RogerAuboin,N【,tos旦 適rlaBRIp㎝dantlagn㎝evnm10.10.1944.

21〕McKittr正ckCollectiGn.RogerAuboin,NqtesurlaBRIp㎝dalldagu皿evom10.10.】944.

22〕Briefv【 」【lE.PubLanK.vonSchエuピder,NationalArchivesoftheUnitedStates,RG2δG,

OMGUS.11/402/2,940、61,Gold,Bankfo■In町nadonalSe杭lements,

7皐
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も ライ ヒスバ ンク.にも手 紙 で 知 らせ て い る。 アゾ リ一 二へ め返 事 で ラ イ ヒス バ

ンク 総 裁 は 再 度,い ま や相 互 に敵 対 して い るBIS構 成 諸 国 の 共 通 の利 益 を,

戦 後 の ヨー ロ ッパ の再 建 の 際 にBISの よ うな 有 用 な金 融 機 関 を 直 ち に使 え る

こ とが 最 も有 益 で あ る とい う議 論 で もっ て強 調 してい る。 そ して彼 は付 け加 え

た。 「あ な た も私 に 同意 す る と確 信 す るが,新 聞 に はBISの 客 観 的 な仕 事 の利

益 の た め に は 全 関 連 諸 問 題 を議 論 す る た め の 機 会 を あ ま り与 え な い 方 が よ

い 。」23〕オ ラ ン ダ,ス ウ ェー デ ン及 び ス イ スの 中央 銀.行総 裁 た ち は彼 らの見 解 を

問 い 合 わ せ られ る こ と もな く,た だ 大 勢 の 結 論 を 知 らさ れ た だ けで あ った 。

経営 陣の引継 ぎ

1939年9月 に お け る 監査 役 会 月例 会議 の 中断 を も ってBISの 経 営 責 任 は 事

.実.ヒ経 営 陣 に移 っ た。 この 機 関 は当 時 ヴ ィル ヘ ル ム ・バ イ ヤ ン総 裁 と二 人 の 総

支 配 入 ロ ジ ェ ・オ ブ ワ ンRogerAuboinお よ び パ ウ ル ・ヘ ヒ ラーPaulHech-

lerに よ って 構 成 され て い た が,そ の ヴ ィル ヘ ル ム ・バ イヤ ン は1940年1月 を

もっ て トーマ ス:H・ マ ッキ トリ ック と交 代 した 。 広 義 の 経 営 陣 に は 通常 総合

秘 書 の ラ フ ナエ.ル ・.ピロ ッ テ ィRa正faelePilotti,銀 行 部 門 責 任 者 の マ ー セ

ル ・ヴ ァ ン ・ジ ー ラ ン ドMarcelvanZeeland,そ れ に ス ウ ェー デ ン人 の 主 任

エ コ ノ ミス トのベ ル ・ヤ コ ブ ソ ンPe■Jacobssonが 加 え られ る(拙 稿(1) ,

『経 済 論 叢』 第161巻 第2号,.3頁 表1参 照 〉。 そ れ で は こ こでBISの これ ら

の(マ ッキ ト リ ック以 外 の)5人 の幹 部 た ちの 来 歴 を ざ っ と見 て み よ う。

7ラ ン ス 人 の 総 支 配 人(Generaldlrektor)の ロ ジ ェ ・オ ブ ワ ンは フ ラ ン ス

銀 行 か ら1938年 は じめ にBISの 総 支 配 人 と.して バ ー ゼ ル に任 命 さ れ た 。 か れ

は フ ラ ンス銀 行 理 事 会 の構 成 員 で あ り,中 央 銀 行 間協 力 の ス ペ シ ャ リス トと し

て 通用 して い た。.バー ゼ ルで20年 間,し か も フ ラ ンス に お け る2回 の体 制 転 換

の経 過 も乗 り越 え て,オ ブ ワ ンは1958年 に 年 金 生活 に入 っ て い る。.

23)McKiUickColl母ction,Brie{vonReichsbankpraesld㎝tWalterF皿kanV血cenzDAzzolinni,

Rom,20.12.1939.
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ドイ ツ人 総 支 配 人 の パ ウ「ル ・ヘ ヒ ラー は,1940年7月1日 に ナ チ 党 に加 入

.(党員 番 号7685661)し て い る が,バ ー ゼ ル で のBIS総 支 配 人 か つ 銀 行 部 門責

任 者 と して の勤 務 は1935年5月1日 よ り始 め てい る。 そ れ 以 前 は ラ イ ヒス バ ン.

ク理 事 の一 人 と して ベ ル リ ンに勤 務 し,そ こで 主 導 的 な外 国 為 替 専 門 家 と して

見 な され て い た 。 彼 の バ 』 ゼ ル へ の 赴 任 の 際 に は ベ ル リ ン証 券 新 聞Berliner

BoersenzeitUngも またBISに た い す る好 意 的 な 言 葉 を 書 い て い る。 「た い て い

の 他 の 国 際 的 な組 織 と異 な ってBISに お い て は ドイ ツの 同 権 的 な地 位 が最 初

か ら疑 念 を持 たれ る こ と もな く,決 して脅 か され よ う と も して い な い 。」鋤 パ ウ

ル ・ヘ ヒラ ー は 戦 争 中 ラ イ ヒス バ ン ク の バ ー ゼ ル に お け る キー ・パ ー ス ンで

あ った 。 か れ はBISの 等 位 の 総 支 配 人 と して の 職 に ナ チ ・ ドイ ツ の 崩 壊 を

8ヶ 月越 え て1945年12月 に お け るか れ の 心臓 発 作 に よる死 まで 就 き続 けて い る。

イ タ リ ア 人 の 人 事 及 び 管 理 部 門 担 当 の 総 合 秘 書(Generalsekretaer)の ラ

フ ァエ ル6ピ ロ ッテ ィは1930年 か らず っ とBISに 勤 務 して い る。 イ タ リ ア銀

行 が彼 を バ ー ゼ ル に派 遣 す る以 前 は,か れ は イ タ リアの ドー ズ案 委 員 会 派 遣 団

の 専 門 家 の 一 人 で あ って,そ の後 は イ タ リ ア貿易 省 の ト ップ官 僚 で あ った 。 ピ

ロ ッテ ィ は イ.タリア ・フ ァ シ ス ト党 の 党 員で あ った 圏,。1943年 か ら44年 にか け

て ドウチ ェ(ム ッ ソ リー ニ)の 沈 み つ つ あ る船 か らの 成功 裡 の脱 出 のあ と,か

れ は戦 後1951年 に 年 金 生 活 に入 るま でBISに お い て イ タ リア銀 行 を 代 表 し続

け る こ と に な るQ

ベ ル ギ ー 人 の マ ー セ ル ・ヴ ァ ン ・ジ ー ラ ン ド男 爵 はBIS銀 行 部 門(Bank-

abteilung)の 責 任 者 の ポ ス トに 就 い て い た。 ナ シ ョナ ル ・シ テ ィ ・バ ンク ・

オ ブ ・二.ユー ヨー ク の ブ リュ ッセ ル 支 店 副 支 店 長 だ っ た か れ は1932年 か ら

BISに 勤 務 す る。 戦 争 中 ヴ ァ ン ・ジ ー.ラン ドは,ベ ル ギ ー の 最 高 金 融.界の,

ロ ン ドン に亡 命 した小 部 分 と ブ リ ュ ッセ ル に と どま って ドイ ツ占領 者 と協 力 し

24)翫'ゴ 麗rB佛 躍伽一篇 ゴ'ππ&8.4.1935.

25)NationalArchivesoftheU皿itedState.、RG84,FomignServicePosts,462.DOR2%

BIS川 一1444,Brie「vonUS-Genemlkon8ulWalterK、Shobs,Bud.
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た よ り大 きな部 分 とが 交 差 す る点 と して の役 割 を 果 た した。30年 間 にわ た る勤

務 の 後 マ ー セ ル ・ヴ ァ ン ・ジ▽ ラ ン ドは戦 争 中か ら継 続 して い るBIS幹 部 の

最 後 の 人 間 と して1962年 に年 金 生 活 に入 った 。

BIS主 任 エ コ ノ ミス ト と して,伝 統 的 に お な じ く.BIS経 営 陣 に含 め られ て

い る ペ ル ・ヤ コ ブ ソ ンは,1931年9月 以 降 バ ー ゼ ル に い る。 彼 は ス ウ ェー デ ン

入 で あ る が ス ウ ェ ー デ ン中央 銀 行 に属 して い るので は な く,自 由 な労働 市 場 か

ら リ ク ルー トされ た 入 間 で あ った 。 ヤ コブ ソ ン に率 い ら れ たBISの 通 貨 及 び

経 済部 門 は,.全 世 界 の 中央 銀 行 か らバ ー ゼ ル に流 れ 込 む国 際 的 な銀行 世界 の統

計 数 字 及 び情 報 を選 別 し整 理 して い た。 ペ ル ・ヤ コ ブ ソ ンが 責任 あ る著者 と し.

て 発 行 したBIS年 次 報 告 は1930年 代 に お い て 頻 繁 に引 用 さ れ た 国 際 的 銀 行 ・

金融 統 計 の ひ とつ を な す茄,。1939年 か ら1945年 の 問 ヤ コブ ソ ンは この年 次 報 告.

を 戦 争 経 済 の 包 括 的概 説 に ま で 拡 張 した。 ペ ル ・ヤ コ ブ ソ ンは,26年 間BIS

主 任 エ コ ノ ミス トと して と どま り,1957年 にIMF理 事 と な って ワ シ ン トンに

赴 任 す る こ と に な る。

イ ング ラ ン ド銀 行 は1932年 以 来BIS経 営 陣 に は代 表 を 送 って は い な.かっ た

が,会 計 主任 のS.E.グ ッ ドウ.イン と会 計 副 主 任 のG,」.A,ロ ジ ャー ズ に よ っ

てBIS会 計 部 門 にお け る最重 要 の ポ ス トを得 て い た。 イ ング ラ.ンド銀 行 か ら

バ ー ゼ ル に派 遣 され た その ほか の重 要 な幹 部 は総 務 の 部 門 長 で あ るF.A.コ ロ.

ナ ッ トと副 主 任 エ コ ノ ミス トのF.G.コ ノ リ.一で あ った 。

.経 営 陣 の 場 合 と同 じ く,BISの ミ ドル の 幹 部 ポ ス ト もあ る固 定 的 な 国 籍 比

率 が 適 用 され た 。 主 導 的 な ポ ス トは それ ぞ れ の諸 中 央銀 行 か ら直 接 代 表 と して

派 遣 され た 銀 行 職 員 た ち に よ っ て 占 め られ た 。 幹部 以外 の職 員 に 関 して は当 該

部 門 に権 限 の あ る中央 銀 行 が そ の任 用 に関 して拒 否 権 を持 ってい た 。1939年9

..〔.月 にお い て は イギ リ ス人14人
,フ ラ ンス人13人,ド イ ツ人11人,イ タ リア人8

人,ベ ルギ ー 人3人,ア メ リカ人2人,お よ び 日本 人,ス ウェ ー デ ン人,チ ェ

26)Jacobsson,ErinE.,.4ム 置艶fbγ50醒 屈Mo肥y,擁 プ」配oあ ∫o踏Aゴ5β ゴ㎎ 川 かゐy,(〉.ford,1979,p.
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コ人 そ れ ぞ れ 」 人ず つ,そ れ に 国籍 を喪 失 した か つ て の オー ス.トリア人 一 人 に

よ っ て.BISの 幹 部 職 員 は構 成 さ れ て い た卸,。この55人 に な お 同 じ ぐ らい の 数

の ス イ ス 人 の 一 般 事 務 職 が加 わ っ.た。 全 体 と してBIS職 員総 数 は1939年 か ら

1945年 の 問 に100人 か ら110人 の 問 を上 下 した 。 諸 国 籍 に応 じて分 類 され た幹 部

と職 員 の さ ま ざ ま な部 門 へ の 配 分 は1930年 以 来 大 き くは 変 わ っ て い な し}。.ラ

フ.アエ ル ・ピ ロ ッテ ィの 下 にあ る 総 務 部(Generalsekretariat)は イ タ リ ア銀

行 の支 配 領 域 で あ った 。 イギ リス 人 と フラ ンス人 はそ れ ぞ れ と りわ け会 計 分 野

と通 貨 ・経 済 部 門で 働 き,他 方銀 行 部 門 は伝 統 的 に ドイ ツ ・ラ イ ヒス バ ン クの

領 域 で あ っ だ ㌔

BISに お け る13人 め フ ラ ン ス 人 の 中 に は ロ ジ ェ ・オ ブ ワ ン の ほ か に 銀 行 部

門 第3課 長 のG.E.ロ ヨ ッ トG.A.Royot,エ コ ノ ミス トのM.ロ ー デ ンバ ッ

ハM.Rodenbachが 直 接 フ ラ ン ス銀 行 か ら代 表 と して 派 遣 さ れ て い た 。 残 り

の フ ラ ン.ス人 は下 位 の地 位 にあ った 。8人 の イ タ リア人 の割 り当 て 人 は総 務 部

長 の ラ フ ァエ ル ・.ピロ ッテ ィの ほ か に そ の 代 理 の ウ ラ ジ ミ ロ ・.ロン カ グ リ

WladimiroRoncagliお よ び 通 貨 ・経 済 部 門 エ コ ノ ミス トのG,ザ ン トボ ンテ

G.Santoomteが イ タ リア銀 行 か ら代 表 派 遣 され て い た 。 この 部 門 に は1939年

の 春 か ら1940年 の 夏 ま で ア メ リカ 合 衆 国 人 の チ ャー ル ズ ・P.キ ン ドル バ ー.

ガ マ も ま た 働 い て い た 。 か れ は,二 手一 ヨー ク連 邦 準 備 銀 行 か ら レオ ン ・フ

レー ザ ー の推 薦 で バ ー ゼ ル に研 究 目的 で 派遣 さ れ て い た ので あ った 。 フ ラ ンス

の 崩壊 の後1940年 の夏1ヒキ ン ドルパ ー ガー は合 衆 国 に帰 国 してい る勘。

27)McMttrickCollection,MomDRaffaell巳PilotヒiforWK正ttrickBIS-StafIbyNatball丘e5,11.

09.1942,

28)Zentral已gStaatsarchivPotsda]m,Best孤(【=Dt.Reichsbank,Nr、6741BI.168.,Postenbeseτzu㎎

beiderBank血erInemationaLenZahlungsausgleich(Standvom]uli1939).

SchweizerischesBundesarchiv,Sig.2α 〕1(D>2.Band198,BriddじrBIZanda3Eidgenoessis・

chePohtlscbeDepartementvQmID.9.1941ueberdieAutosderBIZ-Kaderlcute.

一McKittrickCollection.Aufstell山lgueberdasdeutschePeτsonalderB[ZfuerDr.Schib且,

Chef(1erBnslerPolitischenPolizeivom21.6.1945.

29)C.P.キ ン ド ル バ ー ガ ー,r大 不 況.ド の 世 界1929-1939」 〔邦 訳 石 崎/木 村 訳,東 京 大 学 出 版 会,

ivペ ー ジ)。
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11人 の.ドイ ツ人BIS人 員 の な か に は パ ウル ・ヘ ヒ ラー の ほか に さ らに5人

が ラ イ ヒス バ ン クか らバ ー ゼ ル に派 遣 され た 幹 部 で あ った 。 数年 間 バ ー ゼ ル に

滞 在 して もか れ らは な お ベ ル リンで 年 金 取 得 資 格 を保 持 した ライ ヒス バ ンク職

員 と して も通 用 して いた 。 バ ーゼ ル に来 て い た6人 の ライ ヒスバ ンク職.員の 内

の4人 が ナ チ 党 員 で あ った 。.パウル ・ヘ ヒラー の ほ か に外 国 為 替 責 任 者 のDr .

コ ンラ ー ト ・テ ィー ル シaKo【uadThiersch(1938年2月1日 入党 ,党 員 番号

5506044),会 計 部 門 の ナ ン バ 「3で あ る ルー ドヴ ィ ッ ヒ ・メ ー ラーLudwg

Maehler.(1939年3月1日 入 党,党 員番 号7024839),お よび 銀 行 部 門 の南 ヨー

ロ ッパ 課 のDr.ギ ュ ン トナ ー ・ガ ル テ ン シュ レー)f-GuntherGartenschlae-

ger(1933年5月1日 入 党,党 員番 号351081.1)で あ った。 ドイ ツ国 籍 の残 りの

5人 のBIS職 員 は特 別 の機 能 を持 たず 翻 訳 ・通 訳 者,秘 書,銀 行 一 般 職 員 と.

して働 い て い た 。

IIIBIS総 裁 マ ッキ トリ ック の職 務 開 始

ヨー ロ ッパ に お け る戦 争 の 勃 発 は ア メ リ カ合 衆 国 に い た 予 定 され たBIS総

裁 で あ る マ ッキ.トリ ック を 驚 か せ た。 か れ は ち ょ うどBIS総 裁 へ の就 任 の 挨

拶 の た め に ニ ュー ヨー ク連 邦 準 備 銀 行 総 裁 ジ ョー ジ ・ハ リ ソ ンや ニ ュー ヨー

ク ・テ ェー ス ・バ ン ク の ウ ィ ンス ロ ップ ・オ ル ドリ ッチWinthropAldrichそ

の他 の ア メ リカの 銀行 家 た ち に表 敬 訪 問 を してい た 最 中 で あ った 。既 に 述べ た

よ うに マ ッキ トリ ック は そ の 銀 行 家 と して の経 歴 を1922年 以 来 ロ ン ドンで 行

な っ て お り,前 々BIS総 裁 で 現 フ ァー ス ト ・ナ シ ョナ ル ・バ ンク副 頭 取 の レ

オ ン ・フ レー ザ ー を 除 い て ア メ リカ の銀 行 シー ンの 主 要 な代 表 者 た ち を わず か

に直 接 知 って い るだ けで あ った 。 フ レー ザ ー は1933年 に マ ッキ.トリ ック を ドイ

ツ対 外債 務 仲 裁 委 員 会 の副 議 長 に任 命 して い た 。広 範 な ウ ォー ル ・ス トリー ト

へ の 表敬 訪 問 に よ っ て マ ッキ トリ ックは この 不足 を埋 め合 わせ る こ と を試 み て

い た ので あ る。

1939年9月 は じめ にか れ が た だ ち に バ.一ゼ ルへ の渡 航 を行 な う こ とは 実現 し
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な か った 。 とい うの は ア メ リカ国 務 省 が彼 に国際 機 関 の所 属 員 めた めの 外 交 官

パ ス ポ ー トを与 え る こと を遅 延 した か らで あ る。 当然 の こ となが ら彼 の 職 務 へ..

の ア メ リ カ合衆 国政 府 の こ う した(間 接 的で あ れ)資 格 認 定 な しに はマ ッキ ト

リ ッ ク はBISに お け る仕 事 を始 め るつ も りは な か った 。 パ ス ポ 」 ト発 行 の 遅

延 の背 後 に あ る 推 進 力 は,ア メ リ カ合 衆 国 市 民 のBIS総 裁 に何 ら異議 を 持 っ

て い な か っ た合 衆 国 国務 長官 の コー デ ル ・ハ ルで は な く,合 衆 国 財 務 省 長 官 で

BIS敵 対 者 で あ る ヘ ン リー.・モ ー ゲ シ ソー,Jr.で あ っ た。 「さ ま ざ ま な ヨー.

ロ ッパ 諸 国 が 合 衆 国 国務 省 に 介 入 した 後 」,や っ とマ ッキ トリ ック は熱 望 して

い た外 交 官 パ ス を受 け取 った跳 彼 の夫 人 と4人 の娘 は そ れ に た い して 旅 券 を

得 る こ とが で きず,ア メ リカ に と ど ま ら ね ば な らな か っ た。.1ユ月 の は.じめ に

マ ッキ トリ ック は彼 の真 新 しい 合衆 国外 交 官 パ ス を もって ジ ェ ノ ア に向 けて 出

発 し,パ リ とロ ン ド ンへ の 電撃 訪 問 の後1939年12月 の 半 ば にバ ー ゼ ルに 着 い た 。

マ ッキ トリ ックが セ ン トラ ルバ ー ン.・シ ュ トラー セ の彼 の オ フ ィスに 就 くか

就 か な い うち に,一 通 りの公 式 の就 任 挨 拶 回 りが ライ ヒ.スバ ンク,イ タ リ ア銀

行,フ ラ ンス銀 行,イ ング ラ ン ド銀行,お よび ベ ル ギ ー 国立 銀 行 を巡 って 始 め

られ た。 まず は じめ に二 日間 にわ た って ベ ル リ ンに行 き,そ こで 彼 は1940年1

月16日 に ライ ヒスバ ンク総 裁 ヴ ァル ター ・フ ン クに 出迎 え られ た 。 ナチ 党 の 機.

関 紙 「フェ ル キ ッシ ャー ・ベ オー バ ハ ター」 は この 「ア メ リカ金 融 人 」 の ドイ.

ツの首 都 へ の来 訪 を極 め て好 意 的 に報 道 して い る。 二 回の 夜 の 祝 宴 で マ ッキ ト

リ ッ クは ドイ ツ の銀 行 界 で 地位 と名 前 の あ るす べ て の 人 と知 り合 う機 会 が で き

た 。昼 の 間ず っ とラ イ ヒ スバ ンク総 裁 ヴ ァル ター ・フ ン.クと副 総 裁 エ ミー ル ・

プ ー ル は新 しいBIS総 裁 に対 して 公 的 な会 談 でBISめ 存 続 に対 す る ドィ ッの

お お き な利 益 を 断言 して い た 。 「監 査 役 会 に お け る何 らの 変 更 も人 員 の 減 少 も

行 な わ れ るべ きで な い。(中 略)BISの 能 力 は これ まで の 枠 の ま ま 維持 さ れ ね

ば な ら ない 。BISは 仕事 の 可 能 性 を十 分 持 って い る。」 と ヴ ァル ター ・フ ン ク

30)Oral-History-lnterviewMcKitt【wk,p.2

.

圃

」著

月-
～

、一
.

.

一

4
.

.

、一

[〔-臼
.'



嬉二次世界大戦期の国際決済銀行(2).(277)17

は語 った3%そ れ と と もに お そ ら く当 時 ま さ し く増 大 して い た ニ ュー ヨー クに

お け る ラ イ ヒスバ ン クの 資 金 往 来 で のBISの 役 割 につ い て も言 及 さ れ た で あ

ろ う(後 述).。

.マ ッキ トリ ック は彼 の 側 か らは ライ ヒス バ ンク総 裁 に対 して 「ロ ン ドン とパ

リの 同 僚 」 との 彼 の会 談 に つ い て伝 え た33>。か れ は ま たBISを 完 全 に不 偏 不

党 で 運 営 す るつ も りだ 。 第 三 帝 国 に対 して何 らの有 利 な扱 い をす る もの で もな

い と強 調 した 。.その さ い 同 席 して い たBIS総 支 配 人 パ ウ ル ・ヘ ヒラ ー はBIS

銀 行 部 門 のい くつ か の 当 面 して い た,ラ イ ヒス バ ンク に合 併 され た ダ ンチ ヒ中

央 銀 行 と ワル シ ャワの 閉 鎖 さ れ た ポ ー ラ ン ド銀 行 の清 算 を巡 る問 題 に注 意 を導

い た。 人 々は,こ の二 つ の 機 関 の持 っ て い たBIS株 式 持 ち分 と投 票 権 が ラ イ

ヒスバ ン クに移 る こ と に同 意 した 。 フ ン ク とマ ッキ トリ ック は ラ イ ヒ スバ ン ク

とBISの 間 の コ ミュニ ケー シ ョン につ い て の これ か らの行 動 につ い て も調 整

を行 な っ た。 副 総 裁 エ ミー ル ・プー ル が ヴ ァル ター ・フ ン クの 代 理 者 と して

バ ー ゼ ル との 間で 人 的 な コ ン タ ク トを 保 ち,他 方 ラ イ ヒスバ ンク総 裁 は文 書 に

よ る手 続 きの枠 内 で 今 や 敵 対 す る こ とに な った 諸 国 に所 属 す るBIS監 査 役 会

諸 メ ンバ ー との 間で 互 い に情 報 交 換 す べ き とい うこ とに な った 。 会 談 の最 後 に

フ ン ク とマ ッキ トリ ッ クはBIS}任 エ コ ノ ミ.ストの ベ ル ・ヤ コ ブ ソ ンの ベ ル

リ ン来 訪 につ い て も取 り決 め た瓶

1940年1月 の マ ッキ トリ ックの ベ ル リ ン訪 問 はか れが ヴ ァル タ ー ・フ ン ク と

の 問 で 行 な った 唯 一 の 人 的 な会 合 で あ った 。 ラ イ ヒス バ ン ク副 総 裁 の エ ミー

ル ・プー ル は そ れ と は 異 な りユ940年1月 か ら1945年4月 に か け て 無 数 の 回 数

バ ー ゼ ル との往 復 を行 な って い る 。 ラ イ ヒス バ ンク幹 部 プ ー ル は ヴ ィ ルヘ ル ム

帝 国期 に一 職 員 と して の 仕 事 を始 め て い る。 大 体 に お い て の ちのBIS総 支 配

31)M〔:,AktennotizPaulHechlerzurBesprechungvonWalterFutilemitMcKittrickam16./17.

Jar田.r1940.

32)Ebenda.

33)MC,Memorandum"Deld巳utscheStandpunktueberdiezukunftieArbeitderBIZ刀,13.2

1940.

＼
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.ク連 邦 準 備 銀行 ハ リ ソ ン総 裁 にた い す る ラ イ ヒスバ ン クめ 便 宜 を 図 っ た働 きか

けの ほか に,か れ は精 力 的 に レオ ン ・フ レー ザ ー との 間 で 手 紙 の や り取 りを行

な って い る。 フ レー ザ ー が副 頭 取 の フ ァー ス ト.・ナ シ ョナ ル ・バ ンク は既 述 の

よ うに ア メ リカ に お け るBISの 大 株 主 で あ るだ けで はな くBIS配 当金 の ア メ

リカ にお け る支 払場 所 で もあ った 。 フ レー ザ ー は,民 間 銀 行代 表 と して ニ ュ ー

ヨー ク連 邦 準 備 銀 行 顧 問 会議 に も座 して い た が,か れ はBISを 第 三 帝 国 へ 至

る秘 密 の 直接 ア ク セ ス ・ル ー トと して も使 う こ とが で きた の で あ る。 「も う ひ

とつ の メ ッセ ー ジ を 同 封 す る。 これ は君 自 身が 封 を して ヘ ヒラ ー に 渡 し て.く

れ 。」 こ うい う後 書 きを以 って レ オ ン ・フ レー ザ ー は1940年4月18日 の マ ッキ

トリ.ックへ の手 紙 を結 んで い る錫,。レオ ン ・フ レー ザ ーが どれ ぐら い多 くの こ

う した 秘 密 の メ ッセ ー ジをや り取 り してい た か,ま た 誰 に向 け て そ れ を行 な っ

てい た か,は.今 日 まで の と ころ霧 の 中 にあ る。 現 在 まで に文 献 の 中 で 明 らか に

な って い るの は,1939年10月16日 付 け の ヤ ルマ ー ル ・シ ャハ トの 手紙 で あ り,

パ ウ ル ・ヘ ヒ ラー と レ オ ン ・フ レーザ ー を経 て ア メ リカ合 衆 国 大 統領 ル ー ズ ベ

ル トに届 い た もので あ る。 その な かで シ ャハ トは アメ リカに,ド イ ツの経 済 界 に

とって 受 入 可 能 な,第 三 帝 国 に対 す る講 和 提 案 を 行 な う こ とを 要 請 して い る即b

対独宥和の 「新段 階」

こ う した 諸 関連 を 理 解 す る..Lで有 用 な の は,パ リに お け る国 際 商 工 会 議 所

(ICC).の 活 動 で あ る。1939年11月10日 にパ リのICCは 「経 済平 和 の た め の委

員 会 」 を 設 立 した 。 委 員 長 はIBM社 長 の トー マ ス ・J.ワ ト ソ ンThomas

J.Watson,sr.で あ り,二 人 の 副 委 員 長 は オ ラ ン ダ の 産 業 家F.Hフ ェ ン テ

ナ ーF.H.FentenervanVlissi㎜genと ア メ リ カの 銀 行 家 で ロ ッ ク フ ェ ラー の

支 配 す る ニ ュー ヨー クの チ ェー ス ・バ ン ク頭 取 の ウ ィ ンス ロ ップ ・W.オ ル ド

36.MC,LetterfromLeonFrasertoMcKittrick,18.4」940.

37)Friedlaender,Sau1,1"漉rθr鋤E'偽 一σ榔,Paris1966,p、68,血 丁耶 掴 鵬 「ナ チ 経 済 と ア

.メ1」 力大 企 業 一GM社 の 場 合 一一 」 「経 済 論 叢」 第157巻 第1号.で 検 討 したGM社 副 社 長,.D.

ム 一 二 ー と ヒ トラ ー と の会 談(1940年3月)も こ う した 関連 の 中で 見 る こ とが 出 来 よ う。
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リ ッチ で あ った 。 さ らに前 ベ ル ギ ー首 相 パ ウル ・ヴ ァ ン ・ジ ー ラ ン ドや 前 オ.ラ

ンダ首 相H.コ リジ ンH.Colijinと い う よ うな 著 名 な メ ンバ ー を持 った ひ とつ

の 委 員 会 も加 わ った。 そ の際 また 当 時 ア メ リ カの ヨー ロ ッパ 政 策 に大 き な影 響

を 持 って い た シ ンク ・タ ンクで あ る カー ネギ ー財 団 や ロ ック フェ ラー財 団 また

ロ ック フ ェ ラー財 団 が資 金 を 出 して い る 「ジ ュ ネー ブ ・リサ ー チ ・セ ンター 」,

今 日の ジ ュ ネー ブ ・国際 ハ ウ テ ス ・エ チ ュー デ ス 大 学研 究 所 の前 身 も加 わ って

い た 。.同様 にBISも こ.こ.に代 表 を 送 っ てい た。 主 任 エ コ ノ ミス トの ペ ル ・.ヤ

コ プ シ ンで あ る 。 ドイ ツ の側 は キ ー ルの 世 界経 済研 究所 の ア ン ドレア ス ・ブ レ

デ ー ル教 授AndreasPredoeldを 派 遣 して い た囲}。こ の委 員 会 の 設 立 は ポ ー ラ

ン ド占 領 以 降 の 時期 に お け る第 三 帝 国 へ の経 済 的 な 宥和 政策 の支 持 と深 い 関係

が あ る 。 か れ らは,チ ェ コ.スロ ヴ ァキ ア とポ ー ラ ン ドの併 合 の後 ヒ トラー が 東.

部 にお け る空 間 に対 す るそ の 渇 望 を止 め た と期 待 した の で あ る。 「平 常 どお り

の 営 業 」,あ るい は 「第 三 帝 国 と の経 済 平和 」 の も とで,世 界 貿 易 を振 興 さ せ

るべ きだ とい うので あ る。 そ の さい この 委 員 会 にお い て は ア メ リカ合 衆 国 の 大

企 業 の代 表 者 た ちが これ まで の イ ギ リ スの対 独 宥和 政 治家 た ち を大 き く背 後 に

押 しや って い た ので あ る。 イ ギ リ ス人 に と って は こ う した ドイ ツ人 と.いっ し ょ

の 催 しは違 法で あ っ た。 とい うの は イ ギ リス の新 法 「対 敵 取 引 法 」 を破 る こ と

に な る か らで あ る。 これ に対 して まだ なお 中 立 国 で あ る合 衆 国市 民 は枢 軸 諸 国

との 交 流 に 関 して克 服 し難 い 問 題 とい う もの は持 って い なか っ た ので あ る。 第

三 帝 国 との 貿易 につ い て の最 大 の 利益 関 心 を も って い た の は,自 らを最 もよ く

ドイ ツの外 国貿 易 の特 性 に順 応 させ て お り ドイ ツ との 間で 利 益 の上 が る業 務 を

行 な って い た ア 茅 リ カ企 業 で あ った 。IBMも そ の ひ どつ で あ っ た。 そ の社 長

ト」 マ ス ・エ ワ トソ ンSLも ま た1937年 に ヒ トラー か ら 「ドイ ツ鷲 十 字:勲章 」

を 受 け て い る。 これ はIBMが 第 三 帝 国 の 再 軍 備 を そ の ホ ラ リー ト ・パ ンチ

カー ド技 術 の輸 出 に よ っ て支 えた が ゆ え に ワ トソ ンに授 与 され た ので あ る。

38)Zen廿alesSしa肌sarchivPotsdam,Bestand:DtReichsbank,Nr.6741,BI.205-208,Me巳ti㎎of

出econmineeofinquiryforeconomf¢peaceoftheICCinf3masels,January,26,1940.
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他 の ア メ.リカ諸 企 業 は ドイ ツ諸企 業 との 間で 国 際 カ ル テ ル を通 じて の利 益 の上

が る取 り決 め に よ っ て 世界 市 場 を お 互 い の 間 で 分 け 合 っ て い た。 この 例 は ク ー

ル ップ社 とGE(ジ ェ ネ ラル ・エ レ ク トリ ッ ク)社 との 間 の金 属 加 工 切 削 工 具

と して の タ ング ス テ ン.カー バ イ ドの使 用 につ い て の取 り決 め や,ス タ ≧ ダー ド

オイ ル ・ニ ュー ジ ャー ジー 社 とIG.フ ァル ペ ン社 との 問 の 水 素添 加 法 及 び 合成

ゴ ム 等 を め ぐ る ク ロ ス ラ イ セ ン ス,イ ン ター ナ シ ョ ナ ル ・ニ ッ ケ ル 社

(INCO)とIGフ ァルペ ン社 との 間 の協 定 な ど きわ め て 多 数 存在 す る鋤。 すで

に わ れ わ れ が 見 た とお りフ ォー ド社 とGM社 の 経 済 的 な利 害 関 心 もか れ らの

大 き な ドイ ツ子 会 社 を以 っ て 第 三 帝 国 の そ れ と重 な っ て い た鋤、 「経 済 平 和 の.

た め の委 員 会 」 の最 初 の 作 業 会 議 は1940年 の1月26日 に ブ リ ュ ッセ ルで 開 か れ,

具 体 的 な 行 動 計 画 の 作 成 の た め の 様 々 な作 業 グ ル ー プ が 作 られ た 。BIS主 任

エ コ ノ ミス ト ・ペ ル ・ヤ コ ブ ソ ン も これ に 参 加 して い る。 ヤ コ ブ ソ ンの総 裁

マ ッキ トリ ッ.クへ の 報 告 の 一 コ ピー を か れ は パ ウル ・ヘ ヒラ ー に も渡 して お り,
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